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近畿かつうらふるさと会だより

徳島県市町村選挙管理委員会連合会

選挙表彰受賞

中野良之 さん

(今山)

(
A
7

徳
島
市
役
所
で
行
わ
れ
た
平
成
九

年
度
徳
島
県
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
連
合
会
総
会
に
お
い
て
、
勝
浦
町

選
挙
管
理
委
員
の
中
野
良
之
さ
ん

山
)
が
「
多
年
に
わ
た
り
困
難
な
選

挙
の
管
理
執
行
と
、
明
る
く
正
し
い

選
挙
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
」

に
よ
り
、
同
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
、
昭

和
六
十
二
年
十
二
月

二
十
五
日
勝
浦
町
選

挙
管
理
委
員
に
就
任

さ
れ
て
以
来
、
精
力

的
に
そ
の
職
務
を
努

め
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
歯
科
衛
生
に
貢
献


•••••••••••••••••••••••••••••••••勲
五
等
双
光
旭
日
章
授
与


大

西

文

男

さ

ん
(
横
瀬
)

平
成
九
年
春
の
叙
勲
で
、
横
瀬
の

大
西
文
男
さ
ん
に
「
多
年
に
わ
た
り

学
校
歯
科
保
健
と
衛
生
思
想
普
及
に

努
め
ら
れ
た
功
績
」
に
よ
り
、
勲
五

等
双
光
旭
日
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
四
年
四

月
の
開
業
以
来
、
児
童
た
ち
の
歯
の

健
康
を
守
る
学
校
保
健
医
を
永
年
に

わ
た
り
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
歯

の
大
切
さ
を
折
に
ふ
れ
指
導
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
の
ご
苦
労
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
名

誉
あ
る
叙
勲
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
表
彰

を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

五
月
十
八
日
間
大
阪
市
内
の

ニュ
 

コ
ク
サ
イ
に
お
い
て
、

第
四
回
総
固
と
懇
親
会
が
、
来

賓
に
勝
浦
町
長
は
じ
め
勝
浦
町

議
会
議
員
、
勝
浦
町
商
工
会
長

を
迎
え
、
会
員
九
十
二
名
出
席

の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
総
会
に
先
立
ち
、

会
員
で
も
あ
り
、
日
本
東
洋
医
学
会
名
誉

会
員
の
薬
学
博
士
、
後
藤
賓
先
生
か
ら
、

「
薬
草
の
効
用
」
と
い
う
演
題
で
、
有
意

義
な
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
川
口
町
長
、
押
栗
議
長
の
祝

辞
と
来
賓
紹
介
に

つ
づ
い
て
、
平
賀
会
長
が

議
長
に
な
り
、
平
成
八
年
度
の
経
過
報
告
と

会
計
報
告
及
び
平
成
九
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
に
つ
い
て
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
九
年
度
の
事
業
計
画
は
、
①
勝

浦
町
と
の
連
携
を
図
る
協
力
事
業
②
会

員
相
互
の
親
睦
活
動
事
業
③
会
員
確
保

活
動
事
業
と
い
う
三
つ
の
事
業
を
中
心
に

活
動
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
懇
親
会
で
は
、

一

年
ぶ
り
の
再
会
を
な
つ
か
し
む
人
、

今
回
初
め
て
参
加
の
会
員
の
方
な
ど

も
、
す
ぐ
に
う
ち
と
け
て
楽
し
い
交

流
の
場
と
な
り
、
自
慢
の
の
ど
や
踊

り
を
披
露
し
た
り
、
番
上
先
生
の
健

康
体
操
や
笑
福
亭
撃
光
さ
ん
の
南
京

玉
す
だ
れ
芸
を
楽
し
ん
だ
り
と
、

三

時
間
が
ま
た
た
く
ま
に
す
、
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
懇
親
会
の
最
後
に
は
、
ふ
る

さ
と
特
産
品
の
抽
選
会
が
坪
井
商
工

会
長
と
撃
光
さ
ん
の
お
世
話
で
行
わ

れ
、
な
つ
か
し
い
昧
争
一家
庭
に
も
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
都
合
で
出
席
で
き
な

か
っ
た
方
も
、
来
年
は
ぜ
ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

会
員
募
集
の


お
知
ら
せ


平
成
九
年
五
月
三
十

一
日
現
在
の

会
員
数
は
二
三 

名
で
す
。
ふ
る
さ

と
会
で
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
身
近
で
本
会
の
結
成
を

ご
存
じ
な
い
方
や
、
入
会
し
て
い
な

い
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

-
事
務
局

勝
浦
町
企
画
開
発
課
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業⑧⑧⑧②⑨@③③
農地の権利名義を有しない

配偶者の加入対象範囲� 

¥Q/夫は農業者年金に加入していますが，毎年冬� 

¥/ 場は出稼ぎに出ており， 今 も出稼ぎ中で農業者� 

v 年金の資格 を喪失 しています。 このような状態

でも妻の私は加入できるので しょうか。� 

γ1¥7 1.今回の改正で，農地の権利名義を有しな

ヤV ぃ配偶者については，今回一定の要件の下に加

〉 入が認められることとなりましたが，その夫が

出稼ぎ等のため厚生年金に加入している短期被用者

年金被保険者である場合にも，一定の要件を満たす

場合には加入が認められます。� 

2.この場合の要件とは 短期被用者年金被保険者で

ある夫が次の� 2つの要件を満たすことが必要となり

ます。� 

① 	 引き続き� 3年以上耕作または養畜の事業に常

時従事していたこと。� 

② 	 操業者年金の被保険者でなくなった日の属す

る丹後 6ヵ月以内に再び農業者年金の被保険者の

資格を取得することが確実と認められること。� 

3. このように，注意しなければならないのは，短期

被用者年金期聞が認められるためには，資格喪失後� 

8ヵ月以内に農業者年金に再加入すればよいのです

が，その配偶者が加入するためには.� 6ヵ月以内に

再び農業者年金の被保険者の資格を取得することが

要件となります。

なお，夫が厚生年金などの被用者年金に加入したと

きに，妻のあなたが扶養されている配偶者として国民年

金の� 3号被保険者となっている場合には，操業者年

金には加入できませんO 農業者年金に加入できるのは

国民年金の� 1号被保険者であることが必要です。� 

4 	 なお，操業者年金に加入すると，夫に扶養される

配偶者とし て国民年金の� 3号被保険者になることは

できませんので留意してください。v…一 一 入 ー し たが

農
業
委
員
会

県
内
農
業
先
進
地
を
視
察

経
営
移
転
円
滑
化
特
別
対
策
事
業

の
特
別
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る

農
業
委
員
等
二
十
名
が
、
四
月
二
十

概
二
日
に
海
部
町
の
偏
岡
松
パ
ラ
園
と

翫
小
松
島
市
田
野
町
の
杉
本
政
治
さ
ん

行
の
ミ
カ
ン
聞
の
視
察
研
修
を
実
施
し

悩
ま
し
た
。

四
特
に
冊
岡
松
パ
ラ
園
は
三

・
二
信

制
の
圃
場
に
鉄
骨
硬
質
温
室
十
一
棟
、

叶

一
七
、
四
二
三
川
の
規
模
で
粗
収
益

は
二
億
円
を
誇
る
日
本

一
の
経
営
規

模
で
す
。
ノ
プ
レ
ス
、
テ
ネ
ケ
な
ど

十
五
種
類
の
パ
ラ
が
栽
培
さ
れ
、
常

時
雇
用
十
七
人
、
臨
時
雇
用
十
五
人

の
立
派
な
施
設
で
し
た
。

杉
本
政
治
さ
ん
の
ミ
カ
ン
園
は
、

十
五
か
ら
二
十
年
生
の
青
島
温
州
が

約
二
か
の
園
で
、
急
傾
斜
地
で
す
が
、

圏
内
道
と
モ
ノ
レ

tf-¥ 


ー
ル
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
特

色
は
モ
ノ
レ
ー
ル

を
圏
内
道
に
沿
っ

て
設
置
し
て
い
る

こ
と
で
、
総
延
長

は
五
百
討
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
前
刀
定
や
防
除

...小松島市田野町の杉本ミカン園

夫婦一緒に経営移譲年金をもらいたいのですが，認め

られますか。� 

γ1¥1 1. 今回の改正で農地の権利名義を有しなく� 

¥，-，./ても加入が認められるようになった者は，農業者 

v 年金加入者または短期被用者年金加入者(出稼ぎ

中の者)の配偶者であることが要件とされています。

あなたの夫は，上記の要件を満たしていないので，

家族経営協定を締結しであなた自身も事業を行う者

であることが確認されたとしても，加入はできません。� 

2. なお，あなたが国民年金の� 1号被保険者であれば，

夫から農地を借りるなどして30アール以上の農地の

権利名義人となり一定の要件に該当すれば，所要の

事項を盛り込んだ家族経営協定を締結しであなた自

身も事業を行う者であることの確認を受けることに

より，あなたも加入することができるようになります。

回

管
理
が
徹
底
し
て

実
施
さ
れ
て
い
て
、

夫
婦
、
だ
け
で
収
穫

作
業
も
で
き
て
い

る
と
の
こ
と
に
参

加
者
全
員
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

農地の転用にご注意を f
農業委員会では，農地を宅地等に転用する場合の

申請を毎月10日締切りで受付けしています。

しかし，農地が農業振興地域内にある場合は，

農業振興地域から除外しておかなければ転用する

ことはできません。

農業振興地域の除外は普通10年に� 1度ですが，

特別に� 1年に� 1度だけすることが認められていま

す。時期は毎年 3月10日に受付けを締切り，許可

が出るのが7月頃となります。

農地を転用する予定がある場合は，農業振興地

域に入っているか調査の上，その点を特に注意し

てください。

f'、、 
現在は農協の役員となり給与を受けているため

脱退しています。夫自身は農 業経営を継続し

ており ，カラ期間制度を利用して経営移譲年金を受給

する予定でいます。

実際には妻の私も夫とともに農業経営を切り盛りし

ており ，そこで家族経営協定を締結して私も加入して，

MUS04
スタンプ
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MUS04
テキストボックス
農業者年金シリーズ



第
日
回
勝
浦
町
ソ
亥
ド
テ一
、一
ス
大
会


日
ご
ろ
は
、

女
性
会
活
動
並

原
田
・
谷
口
ペ
ア
4
1
2
小
坂

・
木
原
ペ
ア
�
 

(中
山
ク

)

(

棚
野
ク
)

国
情

・
杉
田
ペ
ア
�
 4
|
2
定
作
・

工
藤
ペ
ア

(星
谷
ク
�
 )

(

勝
高
教
)

マ
準
決
勝

杉
田

・
古
田
ベ
ア
�
 

山
下
・
花
岡
ペ
ア

4
|
O

と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
勝
浦
音
頭
」
と
は
別
に
、

今
回
女
性
会
で
は
、
人
権
意
識
の
高

び
に
日
赤
奉
仕

団
活
動
に
、
温

揚
を
図
り
つ
つ
人
の
和
つ
く
り
を
進

a

匝面勝浦町
ソフトテニス

レディース大会
参加者募集  

第 2回勝浦町ソフトテニス
優レディース大会を 7月 7日か


う10日まで(1l日予備日)行
 勝
います。

・開会式 7月 7日伺) BA 
7時30分 

B

級 級

B
と
お
り
で
す

0

・
 田
中
・
田
辺
ペ
ア
(
勝
浦
ク
)

原
田
・
谷
口
ペ
ア
(
中
山
ク
)

協
力
を
賜
り
、

求
閉
昨
リ
岬
}
ふ
品
、

，、、
�
 ，
ur

町
内
の
名
所
や

四
季
を
歌

っ
た

》
}

「
勝
浦
音
頭
」

が
一
九
七
四
年

に
婦
人
会
事
業

の
ひ
と
つ
と
し

て
誕
生
し
て
お

り
ま
す
。
以
来
、

運
動
会
や
町
内

外
の
催
し
物
に

広
く
親
し
ま
れ

踊
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も

多
く
の
皆
さ
ん

曲募集
f

n
n
nH

f

u

L
1
-

か
い
ご
理
解
と
�
 
め
る
生
涯
学
習
を
テ

活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
詞
と
曲
を
募
集

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
会
活
動
の
大
き
な
柱
は
、
明

る
い
地
域
づ
く
り
を
目
標
に
、

-
人
権
啓
発
推
進

・
花
守
つ
く
り
�
 

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ふ
と
、
口
ず
さ
ん
で
み
た
く
な
る

よ
う
な
楽
し
く
明
る
い
詞
と
曲
、つ
く

り
に
、
歌
な
ど
作

っ
た
経
験
の
な
い

方
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ

え』い
。

応
募
者
の
資
格

・
条
件
は
聞
い
ま

せ
ん
の
で
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

-
応
募
要
領

山
未
発
表
の
詞
と
曲
と
し
ま
す
。
�
 

ω住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

矧
申
し
込
み
先

女
性
会
支
部
三
役
、
ま
た
は
教
育

委
員
会
女
性
会
事
務
局
ま
で
。

凶
締
切
日

六
月
三
十
日
(
月
)

※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た

し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
十
三
回
勝
浦
町
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス

原
田

・
谷
口
ペ
ア
�
 4
|
1
国
消

・
杉
田
ペ
ア

マ

決

勝
級
�
 (中
級
者
)

・
A

深
く
感
謝
し
て

大
会
が
、
四
月
二
十

一
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
の
七
日
間
、
勝
浦
町
テ

ニ

原
田

・
谷
口
ペ
ア
�
 

杉
田

・
古
田
ペ
ア

ス
コ
ー
ト
と
勝
中
体
育
館
に
お
い
て
�
 

B
級
�
 (初
心
者
)
三
四
ペ
ア
六
八
人
、
�
 

A
級
�
 (中
級
者
)
一
六
ペ
ア
三
二
人

宮
下

・
大
谷
ペ

ア
�
 

の
過
去
最
高
の
参
加
者
に
よ
っ
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

4
|
O

4
|
O

お
り
ま
す
。

単位� 

千
頭
・
数
藤
ペ
ア
�
 

専
門
学
校
)

(

一
回
戦
か
ら
好
ゲ
ー
ム
の
連
続
で
�
 

細
谷

・
新
居
ペ
ア
�
 4
1
3
桑
村
・
岡
ペ

ア
�
 

(坂
本
ク

)

(

星

谷
ク
)

西
野
・
葉
田
ベ
ア
�
 4
|
2
峯
・
豊
富
ペ
ア
�
 

勝
浦
ク
)

(

(

坂
本
ク
)

マ
準
々
決
勝

詞


A

級
で
は
、
原
田
・
谷
口

ペ
ア
(
中
山

級
で
は
、
田
中
・田
辺
ペ
ア
�
 

勝
高
教
�
 
)

(

田
中
・
田
辺
ペ
ア
�
 4
1
1
美
馬

・
美
馬
ペ
ア
�
 

(勝
浦
ク
)

(

棚
野
ク
�
 
)

マ
準
決
勝

細
谷

・
新
居
ベ
ア
�
 
4
1
1
千
頭

・
数
頭
ベ
ア

田
中
・
田
辺
ペ
ア
4
|
O
西
野

・
禁
固
ペ
ア

マ

決

勝

田
中
・
田
辺
ぺ
ア
�
 4
1
3
細
谷

・
新
居
ベ
ア

ク
)が、� 

(勝
浦
ク
)
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

準
々
決
勝
以
降
の
成
績
は
、
次
の

級
、
(初
心
者
)

マ
準
々
決
勝

山
下
・
花
岡
ベ
ア
�
 4
1
3
古
本
・
前
田
ペ
ア
�
 

勝
浦
ク

)

(

喜

臨時


(

楽
苑
)

に
愛
さ
れ
る
こ

杉
田

・
古
田
ベ
ア
�
 4
1
3
山
村
・
岩
崎
ペ
ア

(

墨

谷

ク

)

(

集まれy
ちひ、っ子

柔ちゃん

体
協
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
部

で
は
、
初
心
者
や
新
入
生
を
募
集
し

柔
道
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

ふ
る

っ
て
参
泊
し
て
く
だ
さ
い
。
小
、
中
学

生
ま
た
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
。
柔
道
着

も
お
貸
し
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先

体
協

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
部

高
木
ま
で
。
(
宮
二
�
 
l
三
七
九
�
 O
)

第
二
ク
)
�
 

て
い
ま
す。

「人の和づくり」

を目指して

8・ 9 -10日 7時30分から

※試合はダブルス戦， トーナ

メント方式.新ルールで行

います。

・締切り 6月13日樹

・参加料無料

・会 場 勝 中テニスコート

(雨天の場合は勝中体育館)

・申込先勝浦町教育委員会

宮 2-2511附

l
マ
に
、
団
体

・
混
川

氏

ゆ

凶

山→
 

で
す
。f
f
 

回

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第13回勝浦町ソフトテニス大会

MUS04
テキストボックス
勝浦町女性会
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僕はこんな生き方がしたい� O QIf除~Q
 

今
ま
で
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
僕
は
ど
の
位
真
剣

に
考
え
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
世
界
に
あ
る

差
別
問
題
を
い
く
つ
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
黒
人
問
題
や
部
落
問
題
の
こ
と
は
確
か
に
知

っ

て
い
る
が
、
単
に
言
葉
と
し
て
し
か
分
か
っ
て
は
い

j-
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ

，..
と
に
出
合
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
母
か

ら
同
和
問
題
に
関
す
る
資
料
を
も
ら
っ
た
時
だ
。
そ

の
資
料
を
読
ん
で
、
僕
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
、
た
だ

真
正
面
に
取
り
く
め
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
の
だ
と

分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
何
の
疑
問

も
抱
か
ず
に
自
分
の
知
識
と
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
考
え
、
自
己
変
革
し
実
行
で
き
て
い
た
だ
ろ
う

か
と
深
く
反
省
し
た
。

学
校
で
の
人
権
学
習
で
も
、
た
く
さ
ん
の
事
を
勉

強
し
た
。
一
番
心
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
「
人
聞
を
か

え
せ
」
と
い
う
ビ
デ
オ
だ
。
あ
た
か
も
、
戦
後
五
十

(¥

年
、
テ
レ
ビ
の
特
集
番
組
で
も
う
一
度
見
る
機
会
を

得
た
。
こ
の
ビ
デ
オ
は
体
が
震
え
た
。
目
を
そ
む
け

ず
に
真
剣
に
見
た
。
「
事
実
」
を
知
る
こ
と
が
と
て
も

恐
か
っ
た
と
同
時
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
味
わ

っ
た
。

こ
の
ビ
デ
オ
で
は
被
爆
者
た
ち
が
自
ら
語
り
、
広
島

の
全
て
が
生
々
し
く
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
原
爆
の

傷
を
か
か
え
な
が
ら
も
強
く
生
き
続
け
て
き
た
被
爆

者
が
自
分
の
姿
を
映
像
と
し
て
映
し
出
す
こ
と
で
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
や
、
苦
し
み
、
原
爆
が
人
間
に
も
た

ら
し
た
悲
し
み
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
思

っ
た
。

以
前
の
僕
で
あ
っ
た
な
ら
「
な
ん
で
、
こ
ん
な
映
像

を
わ
ざ
わ
ざ
見
せ
る
ん
だ
ろ
う
己
と
、
思
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
し
か
し
、
戦
争
と
は
何
か
、
ま
た
ほ
ん

と
う
の
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い
僕
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
、
ま
ず
過
去
の
事
実
を
き
ち
ん
と
知
り
見
つ

め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
争
の
陰
に
ひ
そ
む

美
談
な
ど
を
感
傷
的
に
受
け
取
め
る
の
で
は
な
く
、 

{へ

そ
の
奥
に
あ
る
事
実
を
し

っ
か
り
見
つ
め
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
つ
か
ま
た
大

き
な
間
違
い
を
お
か
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

本
当
の
こ
と
を
知
り
た
い
。
表
面
だ
け
で
な
く
、
悲

し
く
て
も
、
つ
ら
く
て
も
残
酷
で
も
本
当
に
あ

っ
た

事
を
知
り
た
い
。
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

知
ら
な
く
て
過
ご
し
て
し
ま
う
勇
気
の
な
い
人
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
い
る
ん

だ
と
思

っ
た
。

事
実
を
知
ろ
う
と
す
る
行
動
を
「
勇
気
」
と
言
え

る
の
な
ら
、
僕
に
は

一
体
ど
れ
だ
け
の
「
勇
気
」
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。
僕
は
考
え
た
。
部
落
問
題
の
不
合

理
や
不
当
性
を
論
じ
、
部
落
史
に
つ
い
て
、
く
わ
し

い
知
識
を
得
た
と
し
て
も
、
僕
は
勇
気
を
持
っ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
真
の
勇
気
は
、
そ
れ
ら
の
事
実

を
自
分
に
あ
て
は
め
、
自
分
の
心
の
中
に
ひ
そ
む
差

別
心
と
い
う
事
実
を
知
る
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
。

学
校
で
の
学
習
で
は
周
り
の
目
が
気
に
な
り
、
自
分

を
見
失
っ
て
い
る
。
も

っ
と
自
分
の
心
に
正
直
に
そ

し
て
素
直
に
自
分
を
ぶ
つ
け
て
い
け
ば
い
い
の
に
:
・
。

そ
れ
が
で
き
な
い
。
ど
う
し
て
で
き
な
い
の
か
。
仲

間
は
ず
れ
や
、
い
じ
め
が
恐
い
の
か
。
も
う
中
学
三

年
生
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
お
お
ら
か
な
人
格
の
持

ち
主
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
・:
。
僕
と
同
じ
よ

う
に
思

っ
て
い
る
人
も
多
い
は
ず
だ
。
学
校
生
活
や

家
庭
生
活
の
中
に
あ
る
差
別
意
識
を
点
検
し
て
、
そ 

-

れ
を
変
え
る
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。
こ
れ
が
、
僕
た
ち
の
課
題
で
あ
り
今
、
僕
た
ち

の
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

母
か
ら
も
ら
っ
た
資
料
に
差
別
意
識
が
あ
る
か
な

い
か
の
判
断
は
、
次
の
三

つ
の
視
点
に
立

っ
て
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
書
い
で
あ

っ
た
。

一
、
人
を
パ
カ
に
し
て
い
な
い
か
。|

|
尊
厳
の
侵
害

二
、
人
を
仲
間
外
れ
に
し
て
い
な
い
か
。

|
|
平
等
の
侵
害

三
、
人
を
い
じ
め
て
い
な
い
か
。
|
|
自
由
の
侵
害

こ
れ
を
見
た
時
、
僕
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。
こ
れ
ら
の
三

つ
の
視
点
は
、
よ
く
考
え
な
く
て

も
日
常
生
活
の
い
た
る
所
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
だ
。

人
聞
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
こ
ん
な
差
別
意
識
を
持
ち
は

じ
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
に
は
、
差
別
意
識
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
そ

れ
が
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の
中
で
育
つ
聞
に
、

い
つ
の
間
に
か
育

っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
三
つ
の
視
点
か
ら
生
活
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
現

象
を
点
検
し
、
鋭
く
新
鮮
な
人
権
感
覚
を
磨
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

人
は
だ
れ
で
も
自
分
よ
り
以
下
の
人
間
を
設
定
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
安
心
し
、
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
優

越
感
を
も
っ
。
し
か
し
こ
れ
は
何
か
を

一
生
懸
命
に

取
り
く
み
、
成
功
を
修
め
た
時
感
じ
る
も
の
で
は
な

く
、
た
だ
、
人
が
そ
の
人
を
見
て
勝

っ
て
い
る
と
思

う
心
だ
。
そ
れ
は
、
人
聞
が
自
分
自
身
の
弱
い
心
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
。
差
別

を
生
み
出
す
の
が
人
間
の
弱
い
心
で
あ
る
な
ら
、
今

こ
そ
勇
気
を
出
し
て
弱
い
心
と
闘
お
う
。
そ
う
し
な

け
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
を
目
指
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
思
う
。

い
つ
か
差
別
の
な
い
世
界
が
訪
れ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
僕
た
ち
が

差
別
の
な
い
世
界
を
つ
く
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
人
聞
の
真
の
値
う
ち
は
、
ど
れ
だ

け
本
当
に
実
行
で
き
る
か
だ
と
思
う
。
つ
ら
い
時
は

互
い
に
支
え
合
い
生
き
て
い
き
た
い
。
本
当
に
差
別

の
な
い
世
界
を
自
分
が
望
ん
で
い
る
の
な
ら
、
そ
の

障
害
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
瞳
は
輝
く
も
の
だ
と
思
う
。

僕
は
こ
ん
な
生
き
方
が
し
た
い
。

¥
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
/

/

徳

島

県

大

会

作

品

集

か

ら

¥

国

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
かたりあうページ



講師 鳴門教育大学講師 真 鍋 佳 資姓

:場所 勝浦町図書館� 2階視聴覚室� j

j演題� 身近の薬草� 

(いつでもどこでもだれでも使える)

難病と言われる高血圧，糖尿病.便� i

秘，肩凝りなどで日頃悩まされている:

方々はもちろん，その他の健康な方も� j

ご家族の健康保持のため一家に一人は� :

講演に参加してください。ユーモアに

富みとても役に立つ講演です。� 

6 29月 日(日1) 

協
議
会
総
会


跡
探
訪
地
「
和
歌
の
浦
」
に
決
ま
る

五
月
晴
れ
の
都
大
路
に
平
安
絵
巻


が
く
り
広
げ
ら
れ
る
五
月
十
五
日
、


読
書
振
興
協
議
会
総
会
が
満
席
に
近


い
盛
況
裏
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
続


い
て
平
成
九
年
度
主
要
行
事
で
あ
る


史
跡
探
訪
に
議
事
は
進
行
し
、
昨
年


は
姫
路
城
、
赤
穂
城
の
見
学
で
強
行


軍
で
あ
っ
た
こ
と
も
反
省
さ
れ
、
今


年
は
風
光
明
美
な
和
歌
の
浦
を
探
訪


す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。


-
問
い
合
せ
先

紀

州

十

代

藩

主

治

宝

が

八

年

の

歳

勝

浦

町

立

図

書

館

月
を
か
け
て
造
っ
た
養
翠
園
、
左
甚

10時30分から日時

五
郎
の
彫
刻
で
飾
ら
れ
た
東
照
宮
、

和
歌
の
浦
に
潮
み
ち
来
れ
ば
潟
を
な

み
あ
し
べ
を
さ
し
て
鶴
鳴
き
渡
る
(
万

葉
集
)
の
歌
碑
や
和
歌
の
神
さ
ま
を

・
お
祭
り
し
て
あ
る
玉
藻
神
社
、
雛
人

形
で
そ
の
名
も
知
ら
れ
る
淡
島
神
社

な
ど
、
文
学
と
民
俗
学
か
ら
も
読
振

協
に
ふ
さ
わ
し
い
手
近
な
地
が
会
員

総
意
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
出
発
目

は
十
月
十
九
日
、
日
曜
日
で
す
。
き

っ
と
楽
し
く
有
意
義
な
史
跡
探
訪
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
お

誘
い
合
せ
の
上
、
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

色
あ
ざ
や
か
に
私
た
ち
を
迎
え
て
く

れ
た
。

私
は
小
学
校
よ
り
図
画
は
に
が
手

中
の
に
が
手
で
あ
る
。
小
さ
い
時
、

母
親
か
ら
雪
舟
が
涙
で
画
い
た
鼠
の

話
を
聞
か
さ
れ
、
天
才
と
呼
ば
れ
る

人
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
我
々
と
は

違
う
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
今
回
展
示

場
の
や
や
小
さ
な
ケ 
l
ス
に
扉
風
の

行
事
と
休
館
日

食
腕
時
計
の
展
示

6
月 
5
日
1
6
月
日
日
ま
で 

2
階
資
料
室

五
月
十
五
日
、
読
振
協
総
会
終
了

後
、
徳
島
県
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
阿
波
の
近
世
絵
画
」
を
会

員
の
皆
さ
ん
と
鑑
賞
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。

歴
代
の
阿
波
藩
主
に
よ
っ
て
召
し

抱
え
ら
れ
た
狩
野
探
幽
、
守
住
貫
魚
、

そ
し
て
先
日
、
脇
町
の
高
部
家
か
ら

出
た
昇
風
で
話
題
と
な
っ
た
河
野
栄

寿
の
作
品
な
ど
、
実
に
興
味
深
い
作

品
が
一
階
特
別
展
示
場
に
整
然
と
展

女
日
曜
と
ど
も
映
画
会

8
日

午

後 

2
時
か
ら 

2
階
視
聴
覚
室

内
容
は
お
た
の
し
み
に

貴
紙
芝
居

示
さ
れ
て
い
る
。
実
に
力
量
感
あ
ふ

れ
威
圧
す
ら
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
柔
ら
か
い
筆
使
い
に
心

な
ご
ま
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
一
幅

一
幅
の
絵
に
足
を
止
め
、
時
の
過
ぎ

る
の
を
忘
れ
さ
せ
る
。
中
で
も
貫
魚

の
「
宇
治
川
の
戦
」
の
絵
の
色
彩
の

あ
で
や
か
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
。
よ

ほ
ど
高
価
な
顔
料
を
使
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
百
年
以
上
の
歳
月
を
経

て
も
昨
日
今
日
画
い
た
も
の
の
知
く

下
絵
(
し
た
が
き
)
が
展
示
さ
れ
て
い

た
が
、
実
に
て
い
ね
い
に
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
画
家
と
言
え
ど
も

扉
風
に
絵
を
画
く
に
際
し
真
剣
に
下

絵
を
作
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
一
枚

の
絵
を
画
く
に
も
構
想
に
日
夜
を
費

し
真
撃
な
努
力
の
跡
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
雪
舟
の
話
な
ど
聞
か
さ
れ

4
日 

-
日

な
け
れ
ば
私
も
い
く
ら
か
絵
が
書
け

る
よ
う
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

2
日
・ 9
日 
-
日
・
お
日
・初
日 

m
M

詑

日

午

後 

2
時
か
ら 

2
階
視
聴
覚
室

内
容
は
わ
た
の
し
み
に

女
薬
草
講
演
会

-R



6
月 

m日
(
日
)
叩
時
却
分
か
ら

2
階
視
聴
覚
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

食
休
館
日 

「阿波の近世絵画」

見学に参加して
 
図書館長増井 博

.h.薬 草 講 演 ZヨZ

Z宵留副刻ー明1帽 倒

語望宮島忠一

6月10日の
-場所

6 月 5 日~6 月 15日

(月曜休館)

図書館2階郷土資料室

『時の記念日』に合わせ 黒田さんが戦後50年余りに

て，黒田園一氏(久園地 わたって収集された，いずれも

区)のご好意により腕時 想い出深い時計だそうです。

計50ヶ余りを展示してく 珍しい時計，なつかしい時計

¥J 

¥、

告
二
|
二
三 

国

O
O

ださることになりました。 と再会してみませんか?� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
テキストボックス
勝浦町読書振興協会議会総会
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改善センターから一一 〆ー、、吋

⑧
⑮
⑨
⑥
⑧
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回

壊
さ
れ
し
わ
が
家
の
瓦
喋
運
ば
れ
て

何
も
な
か
っ
た
よ
う
に
春
の
陽
が
差

す

横

瀬

桜

木

千

代

子

〈
評
〉
新
築
の
た
め
に
古
い
わ
が
家

を
壊
し
た
の
だ
ろ
う
。
た
く
さ
ん
の

瓦
礁
が
運
び
去
ら
れ
る
と
、
そ
こ
に

は
も
う
今
ま
で
の
生
活
の
跡
か
た
も

な
く
、
春
陽
だ
け
が
泊
み
る
よ
う
に

差
し
て
い
た
と
い
う
。
壊
さ
れ
た
わ

が
家
へ
の
愛
着
の
情
が
あ
る
。

祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
げ
て
い
る

槙
の
生
垣
の
美
し
い
家

立

川

堀

�

 

梅
子

〈
評
〉
戦
後
は
祭
日
や
祝
日
に
日
の


丸
の
旗
を
か
か
げ
る
家
は
少
な
い
。


日
の
丸
を
国
旗
と
す
る
考
え
方
に
異


存
の
あ
る
人
も
あ
ろ
う
。
こ
の
作
者


は
槙
の
生
垣
の
あ
る
家
の
住
人
が
必


ず
日
の
丸
を
揚
げ
て
い
る
こ
と
に
感


動
し
た
の
だ
。


現
し
世
の
定
め
の
ま
ま
に
逝
く
妻
へ


う
す
紅
は
き
て
華
を
添
え
や
る


中

山

谷

尻

松

雄

〈
評
〉
妻
を
亡
く
し
た
人
の
、
妻
に

寄
す
る
思
い
が

一
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
で

い
る
。
妻
の
死
顔
に
ほ
ほ
紅
を
刷
い

て
や
り
な
が
ら
少
し
で
も
華
や
か
に

7/19名画鑑賞会

開催予定

文化庁と県が推進する名画鑑賞会を町教育委

員会の全面的なパックアップにより，次の内容

で開催する予定です。戦後の日本が産んだ名作

の数々，ご期待ください 0

・上映日時 7月19日(土) (畳，夜各 l回)

・場 所 改善センター

・時 間 未定

・入場料 畳，夜各 500円の予定

・作品名

東京五人男，大江戸五人男，旗本退屈男

ニッポン無責任時代，人生劇場(飛車角と

吉良常).風林火山

以上 6作品の中から 4作品を畳 2作品と夜 2作

品を上映の予定。入場券の取扱場所，その他詳

しいことは広報 7月号でご案内いたします。

松
並
武
夫
・
選

あ
の
世
へ
送
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
よ
く
出
て
い
る
。
現
し
世

の
定
め
と
は
い
え
妻
の
死
は
哀
し
い
。

障
害
を
も
ち
し
夫
婦
が
楽
し
げ
に

桜
の
下
を
駆
け
ぬ
け
て
行
く

中
角
岡
本
は
つ
え

〈
評
〉
障
害
を
も
っ
て
い
る
人
は
健

常
者
よ
り
も
ず
っ
と
美
し
く
、
や
さ

し
い
。
た
が
い
に
助
け
合
い
、
励
ま

し
合
っ
て
心
あ
た
た
ま
る
生
き
方
を

教
え
て
く
れ
る
。
こ
の
作
者
も
障
害

を
も
っ
夫
婦
の
楽
し
く
美
し
く
生
き

る
姿
に
感
動
し
て
歌
が
生
ま
れ
た
。

澄
み
わ
た
る
空
に
一
筋
の
飛
行
雲
機

影
は
る
か
に
宇
宙
の
彼
方
へ

中

角

豊

田

要

助

〈
評
〉
こ
の
作
者
の
豊
田
さ
ん
は
九

十
五
歳
だ
と
い
う
。
一
世
紀
近
く
生

き
て
仰
ぎ
見
る
飛
行
機
と
い
う
科
学

文
明
の
産
物
へ
の
感
慨
は
深
い
も
の

が
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
私
は
九
十
五
歳

の
豊
田
さ
ん
が
積
極
的
に
歌
を
作
ら

れ
る
気
迫
に
一
層
感
動
す
る
。

今
年
だ
け
と
な
り
し
連
用
日
記
帳
亡

夫
と
の
四
年
を
日
々
読
み
返
す

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

欄
締
ま
だ
は
ず
せ
ぬ
孫
も
童
話
を
聞

け
ば
た
ち
ま
ち
体
振
り
ゆ
く

棚

野

殿

川

早

苗

お
の
が
影
棚
田
百
枚
に
働
ま
行
し
て

峡
の
夜
更
け
を
支
配
す
る
月

棚

野

島

つ

と

む

「
も
し
も
し
」
の
背
後
の
声
に
振
り

向
け
ば
携
帯
電
話
を
か
け
る
若
者

沼
江
森
脇
ア
ヤ
子

向
き
合
い
て
駅
弁
食
べ
る
孫
二
人
鉄

橋
渡
る
音
を
真
似
合
う

横
瀬
岡
本
冨
久
恵

不
器
用
に
黄
色
の
傘
を
持
ち
直
し
園

児
は
小
さ
き
手
を
振
り
く
れ
る

沼

江

森

脇

光

子

人
の
世
の
哀
歓
な
べ
て
空
し
か
り
西

北
は
る
か
に
慧
星
を
見
る

生

名

柳

田

末

子

頑
張
れ
よ
の
夫
の
励
ま
し
胸
に
抱
き

心
を
こ
め
て
「
空
海
」
を
舞
う

横

瀬

日

下

克

子

明
太
は
電
柱
に
い
て
下
を
ゆ
く
吾
を

知
れ
ど
も
見
ぬ
ふ
り
を
す
る

横

瀬

比

留

間

一

裏
町
の
春
宵
点
り
切
ら
れ
な
い
防
犯

灯
が
点
滅
を
す
る中

山

山

下

一

房

雄

竹
林
へ
風
に
誘
わ
れ
登
り
ゆ
け
ば
一

面
の
胡
蝶
花
に
見
惚
れ
て
し
ま
う

横

瀬

広

安

美

枝

子

来
年
も
花
見
る
命
を
願
い
つ
つ
牡
丹

の
新
芽
を
弾
ま
せ
て
み
る

横

瀬

谷

翠

山

無
人
駅
に
見
送
り
く
れ
し
野
良
着
の

父
肩
う
す
き
影
青
く
遥
け
し

棚

野

田

中

茂

子

前
向
き
に
明
る
く
生
き
よ
と
若
き
等

は
軽
く
言
い
お
り
老
い
を
知
ら
ね
ば

沼

江

斎

藤

重

子

湯
に
浸
り
今
日
逢
い
し
子
等
障
害
の

一
人
ひ
と
り
の
顔
浮
か
び
く
る

横
瀬
平
山
美
千
江

犬
ふ
ぐ
り
も
出
番
の
あ
り
と
休
田
に

う
す
紺
色
の
小
花
が
群
れ
る

中

山

栗

城

絹

新
調
の
梓
中
空
に
輝
け
ば
鯉
は
勇
み

て
尾
を
ひ
る
が
え
す

中

山

溝

内

喜

美

代

窓
明
く
れ
ば
鴬
の
声
透
り
き
て
朝
の

厨
の
リ
ズ
ム
は
軽
し

棚
野

北
島
マ
サ
ノ

通
学
路
風
見
鶏
は
と
振
り
向
け
ば
保

育
園
児
に
花
吹
雪
す
る

横

瀬

錦

内

常

一

(
注
)
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

広
報
紙
と
し
て
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

の
作
品
を
掲
載
す
る
も
の
で
、
し
た

が
っ
て
投
稿
作
品
は
全
部
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
短
歌
の
専
門
誌

の
よ
う
な
む
つ
か
し
い
選
評
は
避
け
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
読
め
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

六
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
一
旬

あ

て

先

横

瀬

中
田
ヤ
ス
エ

七
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ

て

先

生

名

丸
山

香
月

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
かつうら歌壇

MUS04
テキストボックス
次回作品募集
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きれいになるの?� 
合併浄化槽は機械の力で、汚水をきれいにしていると思って

いる人がいますが，実は生物の力を借りているのです。生物

といっても，ほとんどが目に見えないようなバクテリアなど

の微生物ですが，大変な働きもので，汚水の中の汚れを食べ

て分解しきれいにするのです。同じ働きを機械だけでしょう

と思ったら，何倍も大きな浄化槽と大がかりな施設が必要に

なることからも，そのすごさがわかります。

しかし，生物なので石油類や農薬，消毒剤を流すと死んで

しまい汚れをきれいにすることができません。 また，紙おむ

つやトイレ ッ トペーパーのしん，たばこなどは微生物が分解

できないので草色女引こj荒さないようにしまし ょう。

鈴一一一4
3
3


初登…

d

J
 

困� 

F捨てるゴミでも生かせば資源，

6月あき缶回収日程表� 

回収日 地区 場 所

第

月

曜

日

(2日)

石原

沼江�  

掛谷

山西�  

中角

ク

桜 建 設 事 務 所

r召 江 集� ~ 所

控ト '小口l 集� ~ 所 前

J A 生樹比試奈験支場所上保り冷口庫)前
(果

農 キす 婦 人 の 家� 

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第

月
曜
日

(9日)

今山

黒岩

星谷

中山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運動場入口(小屋の横)

川口幸ーさん宅の貯蔵庫前

消 防 圭ロ士ロ 所 横� 

第

一
月

曜

日

(16日)

生名

。

久国

棚野

イシ

。

東 中本 庵

島豆腐屋 さ ん前

久 国 集� izkz 所 裏

河 川敷ゲートボール場横

パチンコ庖前道路南側�  

大 井 堰 石年 の 円IJ

第

四

月

曜

日

(23日)

横瀬
。

。

イン

イシ

与川内� 

坂本�  

。

月IJ JlI 集� izkz 所

花棚宗ーさん宅東

広瀬清 さ ん宅東

小倉新平さん宅前三文路

|日 農 協 跡 地

J A 与川内出張所�  

J A 坂本事業所横

?商 防 三ロ士口 所 横� 

美
し
く
住
み
よ
い
町
つ
く
り
に
み
ん
な
で
参
加
を
ノ

6
月
1
日

・
第
一
回
全
町
一
斉
清
掃
日

毎
年
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第

一
日
曜
日
を
全
町

一
斉
清
掃
日
と
定

め
、
環
境
衛
生
の
保
全
、
環
境
美
化

の
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
き
「
住
ん

で
よ
く
、
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
」
づ
く

り
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

今
年
も
六
月

一
日
・七
月
六
日

・八

月
三
日

・
九
月
七
日
の
四
回
を
全
町

一
斉
清
掃
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
の

で
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん
や
保
健
部

長
さ
ん
の
指
示
に
し
た
が

っ
て
、
地

区
の
実
情
に
合

っ
た
方
法
で

二
戸
に

一
人
は
参
加
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈家庭の粗大ゴミ 回収

このことについて.次のとおり粗大ゴミ回収を� 2固に分

けて行いますので指定した場所へ出してください。

女粗大ゴミの出し方

①各地区の保健部長さんに申し出て「え/3¥Jを購入してくだ

さい。

②指定の「え/3¥Jを受け取り名前を記入してください。

③回収日に指定の場所へ「え/3¥Jを粗大ごみにくくりつけて

出してください。� 

④� 1戸に� 3個程度とします。

⑤手数料として� 1個につき50円とします。保健部長会んに

「え/3¥Jを購入できない場合は当日持参ください。

なお，時間は必ず守ってください。

回収実施日

・第� 1回目 日時 平成9年� 6月1日(日
午前� 8時から11時まで

場所 星谷運動公園駐車場

-第 2回目 日時 平成9年� 9月7日(日)

午前� 8時から11時まで

場所農村環境改善センター裏駐車場

※産業廃棄物及び事業系廃棄物は取扱できた� Eいので絶対出

さ花王いでください。

(例)車両・建築廃材	 ガスボンベなどの危険芯物・毒

物などの危険な物

※雨天の場合は.第2日曜日に延期することもあります。

※問い合わせ先役場環境衛生課� ft2-2511

どうして水が


嫌気性微生物� 好気性微生物
(空気の芯い所で働く微生物) (空気が十分ある所で働く微生物)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
がっぺいくんシリーズ６　どうして水がきれいになるの
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固

神田下水道

たまごの形のため下水が少なくても流れやすい。
一部は，現在も使われている。

日本では，明治� 17年� (1884年)に，・東京の神田地区

で近代的な下水道が初めて造られました。当時の日本

では，明治10年から� 16年の� 6年間で15万人が伝染病で

死に，人々は恐れるばかりでした。

この下水道を造るために頑張っ たのが，明治政府の
立が ょせんさい

衛生局長の長与専斎でした。長与はヨーロ ッパ視察の

時に，ロンドンやドイ ツで、伝染病の流行が上水道や下

水道を整備することにより少なくなることを知りまし

た。

そし て，長与は帰国すると上水や飲み水を清潔にす

る法律 をつ くっ たり，どぶ� (下水)の水が井戸に流れ

込まないようにしました。

宅内配管工事の届出


下水む札話<詞

このために，伝染病の流行を少なくす る衛生的な町

づくりには，近代的な下水道を造ること が必要である

と，政府のなかで説いて回りました占

そして，いつもじめじめして病人がたくさん出る東

京の神田で，オランダ人技師J.デ.レーケの意見で地

下にレンガ・陶管を使って，約� 4キロメートルの下水

道を造りました。この下水道は，雨水と生活排水だけ

を流し， し尿はくみ取りをして，農業用に使う方式で

した。このおかげで，神田地区の病人は減って，住み

よいまちになりましたO

その後，明治33年には下水道法が制定され， 当時の

技師中島鋭治が合流式� (雨水， し尿，生活排水ともに

流す。)を計画し，仙台，広島，大阪，名古屋，東京の

大都市で、つくられました。

また， 日本最初の下水処理場は大正� 11年(1922年)

に東京の三河島にできました。この処理場は，散水ろ

床法と 言われ，こぶし ぐらいの大きさの砂利やコーク

スの上に下水を細かいしぶきにしてまき散らしで，空

気と下水の中の微生物がよくふれあうようにし，砂利

層を通る聞に汚れを分解，浄化するものでした。

しかし，日本で、は上水道も整備が遅れていたために，

下水道を整備する お金は後回しとな ったり，細菌医学

の進歩で伝染病の死亡率が激減したために，下水道の

普及が進みませんでした。

横瀬地区の下水道の本管へ接続する各家庭の宅内配

管工事には，役場へ届出が必要となります。

また，工事の施工は，勝浦町排水設備工事指定業者

が行いますので，施工業者へご確認をお願いします。

問い合わせは，役場環境衛生課� (ft2 -2511)まで。

平成� 9年� 5月1日現在

業 者 名 所 在 地 電話番号 業 者 名 所 在 地 電話番号

ア サ ヒ 管 工 事 勝浦町生名� 08854-2-2601 庄野水道工事庖 小松島市前原町� 08853-2-1943 

井出金物百貨 勝浦町横瀬� 08854-2-2032 第一設備株式会社 徳島市南島田町� 0886-32-7533 

備� )片山建設 勝浦町横瀬� 08854-2-3856 多国鉄工所 上勝町生実� 08854-6-0827 

勝水工業情) 勝浦町生名� 08854-2-3019 徳島通信建設(有) 徳島市富田橋� 0886-53-0295 

椎平建設有限会社 勝浦町棚野� 08854-2-4525 (有)浜口設備工業 徳島市川内町� 0886-65-2540 

野上建設株式会社 勝浦町棚野� 08854-2-2353 側 丸 木 屋 徳島市佐古町� 0886-53-3120 

藤田設備工業 勝浦町横瀬� 08854-2-3898 森永ハ ウジ ング 徳島市丈六町� 0886-45-1785 

(有)山川設備工業 勝浦町星谷� 08854-2-3093 山 本 壬員文f¥. P庸 徳島市丈六町� 0886-45-1332 

JlI 田 壬H尺又， 前庸 小松島市日開野町� 08853-3-0921 (有ユアサ設備工業� )小松島市横須町� 08853-2-0807 

片山設備 工 業 羽ノ浦宮倉� 0884-44-5557 (有)前野 管 工事 徳島市国府町� 0886-42-9991 

サ ニ ー工 業(有) 徳島市大原町� 0886-63-2332 (有)山田設備 板野郡北島町� 0886-98-9311 
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，AMLb 商業統計調査
|ー目1月S年8平iク し Jl

yしさ�  
な (卸売・小売業)33せ
 私
 6月1日現在で実施

通商産業省では，平成� 9年6月� 1日現在で商業統計調査(卸

売 ・小売業)を実施します。

この調査は，全国の却売 ・小売業を営む事業所(商届)を対

象とし，商業の実態を明らかにすることを目的としています。

この調査の結果は，園や都道府県，市町村における商業の育

成，流通機構の近代化などの施策を進めるうえでの重要な基礎

資料として多方面で、利用されるだけでなく，個々の商店が経営

指針を作る際にも役立っています。

調査に当た っては，徳島県知事から任命された商業統計調査

員が商庖を直接訪問し，調査票を配布して必要な事項を記入し

ていただき，回収するという方法で行います。

提出された調査票は，統計法により厳密に秘密が守られ，統

計作成の目的以外には一切使用いたしませんので，正確な報告

にご協力 ください。

運
輸
省
は
、
暴
走
行
為
、
過
積
載

な
ど
を
目
的
と
し
た
不
正
改
造
車
を

O

排
除
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
の
支
援

る
な
ど
、
社
会
的
な
問
題
と
な

っ
て

と
自
動
車
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、

い
る
こ
と
か
ら
、
本
運
動
で
は
こ
れ

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
の
一
ヵ
月
間

ら
悪
質
な
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

「不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
不
正
改
造
の

特
に
、
さ
し
枠
な
ど
を
装
着
し
た

防
止
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

ダ
ン
プ
カ
ー
や
車
体
を
極
端
に
低
く

だ
き
、
そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ

改
造
し
た
乗
用
車
な
ど
の
不
正
改
造

車
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
の
秩
序

・
お
問
い
合
わ
せ

を
乱
す
と
と
も
に
重
大
な
交
通
事
故

徳
島
陸
運
支
局
整
備
課

を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
排
出

(
宮
�
 
八
八
六
|
四

一
|
四
八

二
二
)

¥ノ

一正木ダム・棚野ダムから-

ダムの放流に

ご注意を!
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
騒
音
等
の

環
境
問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な

み
ん
な
で
防
ご
う
住
宅
火
災

正木夕、ムは� I洪水調節」・

「農業用水」・「工業用水」

及び「発電」の目的で造ら

れたダムで、す。

棚野ダムは，勝浦発電所

で使用した水を調整し，下

流の水位変動を緩和する白

血正木ダムの放流 的で造られたダムです。� 

0洪水が予想されるとダムから前も って放流を行いますから， 雨

が降うなくてもダムの下流では川の水が増してきます。� 

o天気の良いときでもダムの上流に悶が降ると，ダムの下流も)1 1

灰皿の前が

指定席� 
タバコをくわえたまま玄関に

新聞を取りに行ったパパ。“タバ

コは指定席でね" ってボクがい

うと “ごめん，ごめん"って反

省してたよ。わが家の防火ルー

ルなんだから，毎日ちゃんと守

らなく っちゃね。

4砂消子ちゃんか5・

の水かさが増してきます。

サイレンが鳴ったときは，お互いに注意しあい，急いで河原から

安全な場所に上がってください。� 

0河原で遊んだり ，魚釣りをしているとき。� 

O 水;永やキャンプをしているとき。� 

0仕事をしているとき 。

*ダムから放流するときのサイレン吹鳴方法

l分鳴る� 10秒休む� l分鳴る〕� 

1分鳴る 10秒休む� l分鳴る〕� 

10秒休む 〕ヲ匂
白
民
ぜ

，
秒ハηfuU10秒休む� 20秒l鳴る|棚野ダム |出水の場合|い [20秒鳴毎年.タバコは

火災原因の上位で
'女崎お問い合わせ

・す。くわえタバコ 正木ダム 宮� 5-0311 
や.火のついたま (徳島土木事務所 ダム管理課)
まの置きタバコは 棚野ダム� ft 2 -2518 
くれぐれもしない (発電総合管理事務所発電課)

ようにお願いしま

す。
棚野ダムの放流 砂� 
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あなたは勘違いしていませんか?

か
/
弘
/ f¥ 

‘自

国民年金制度は.20歳
から60歳まで保険料を全

期間納付して.はじめて

満額の年金がもらえます。

まだ若いからといって.

保険料を納めずにいると

年金は減額する仕組みに

主主っています。

また，年金をもらう権

利もなくなってしまいま

す。

若いうちに，また.力

一杯働けるうちに着実に

納めましょう。

険料によって支えられま

す。

このように年金は.国

民全体の世代と世代の助

け合いです。

単に自分の年金受給の

ためばかりでなく，国民の

じいさん.おばあさん達の

年金の費用に使われてい

ます。

あなたが将来もらうと

きは.その時点、の20歳から� 車を持つ人は，必す� 

60歳までの人が納める保 賠責保険に加入しなけれ

ご安心ください|

国民年金は.厚生年金

と共に国が責任を持って

管理運宮する公的年金制

度です。

その費用は.皆さんの

国民年金と個人年金と

の違いは.自動車の「自

賠責保険」と「任意保険」

の関係のようなものです。

納める保険料と.国の費

用で賄われています。

将来皆さんが年金をも

らう権利は，国の法律で

保障されています。� 

ばなりません。

それと同様.日本に住

んでいる20歳かう60歳ま

での人は.必ず国民年金

に加入しなければなりま

せん。

そのうえでより多くの.，，、，..
1{'L'P 

J、ロ

J.-I..」ー』、'"� 入することになります。感恩
口、ワンホ。イント情報 グメ会 e一四…すので |

国民年金には加入していません。� I

女ここが違う国民年金と個人年金女 それでもよいでしょうか?

・国民年金と個人年金は 同じ年金でも性格や役割が異なります。 ムi 

大切な責任でもあります。 年金をもらいたい人は.

個人年金や年金基金に加

句、、fo
一一生活の経国 民 年 金 個 人 年 金

しくみ

世代閣の助け合いにより公平に

年金を支給する国の社会保障制

度のひとつです。

個人が任意に契約し，老後

に受け取る一種の貯蓄です。

運営 国� 
r 

生命保険会社など

保険料� 1ヵ月12 .800円� (平成� 9年度) 個人が契約した額

年金の

財源�  

年金額の� 3分の� 1 :を国が負担.

3分の� 2を保険料とその運用利

患でまかなっています。

加入者の掛金とその運用利

患でまかなっています。

年金額

の

引上げ

物価変動に応じて年金額がスラ

イドするため.何十年先でも年

金の価値が保障されます。(完全

自動物価スライド制)

契約した時の年金額，物価

スライド制を取り入れてい

ないため，物価が上昇しても

契約した内容の年金額です。

税控除

納めた保険料は「社会保険料控

除」として全額所得から控除さ

れます。また受ける年金には仁公

的年金控除」があります。

納付した保険料は最高� 5万
円までの控除です。また受け

取る年金は税の控除がなく，

全額課税対象になります。

事務費 全額国が負担します。 加入者の掛金でまかなわれ

ています。

済的基盤を保障するものです。し

たがって.物価の上昇によって年金の実質

価値が目減りしないよう毎年物価スライド

を行い，更に� 5年ごとに賃金の上昇や生活

水準の向上を反映させるよう年金の改定を

行っています。

これに対して個人年金は.貯蓄的な性格

を有するもので，払い込まれた保険料に運

用利息を加えたものが給付として支給され

ます。ですから.予想できない物価や賃金

の上昇.平均寿命の延びがあった場合には.

対応が難しく.老後の所得保障のすべてを

個人年金に頼ろうとすることは困難です。� 

30年前の国民年金発足時には.� 40年保険

料を納付して.月額3.500円の年金が，今日

では月額65.458円にはっています。ます国

民年金に加入して保険料を納めたうえで.

余裕があれば個人年金にも加入して，老後

をより豊かにすることを考えてください。

回
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O ~1i畿 2歳� 3歳� 4歳� 5歳

沼� i工� O 1 5 9 10 25 

生比奈� 3 4 10 21 22 60 

横瀬 �  O 8 8 24 34 74 

言十� 3 13 23 54 66 159 
t 

l

回

※
年
度
途
中
で
の
入
所
受
入
れ

も
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

二
|
三
一
一

九

さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談

二
|
三 

七
七

く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

(
子
ど
も
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
の
保

費
用

護
者
が
疾
病
等
の
社
会
的
な
事
由
に

よ
り

一
時
的
に
、
あ
る
い
は
父
子
家

庭
等
の
保
護
者
が
仕
事
等
の
事
由
に

よ
っ
て
恒
常
的
に
家
庭
に
お
け
る
児

童
の
養
育
が
困
難
と
な

っ
た
場
合
に
、

児
童
を

一
定
期
間
養
育

・
保
護
を
す

る
制
度
で
す
。


利
用
対
象
者


児
童
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と


な
っ
た
家
庭
の
児
童
で
、
町
長
が
必


要
と
認
め
た
者


要
件


保
護
者
の
疾
病
・
出
産
・
事
故

・


災
害
・
冠
婚
葬
祭
等
の
社
会
的
事
由

内
容

徳
島
児
童
ホ 

ム


宿
泊
を
含
む

一
時
的
養
育 

八
八
六
|
五
二
|
八
二
三
六
 

利
用
期
間


原
則
と
し
て
七
日
以
内 

2
徳
島
県
立
徳
島
乳
児
院


二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ

世帯区分 年齢区分 負担金

生活保護�  2歳未満児� 0円

世 帯� 2歳以上児� 0円

市町村非課税� 2歳未満児� 2，300円

世 帯� 2歳以上児� 1，790円

そ の 他� 2歳未満児� 2，300円

世 帯� 2歳以上児� 1.790円� 

と
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い

て
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
私

た
ち
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

勝
浦
町
に
お
い
て
も
出
生

率
の
低
下
や
核
家
族
化
、
女

性
の
社
会
進
出
の
増
大
、
過

疎
化
に
よ
る
地
域
社
会
の
変

化
な
ど
、
子
ど
も
と
家
庭
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、

仕
事
と
子
育
て
等
の
家
庭
生

活
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た

め
、
保
育
所
で
は
次
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

①
乳
児
保
育 

(横
瀬
保
育
所
の
み
)

乳
児
保
育
に
必
要
な
施
設
設
備
及

び
職
員
を
配
置
し
、
整

っ
た
保
育
条

件
の
も
と
で
乳
児
の
受
け
入
れ
を
し

て
い
ま
す
。 

②
障
害
児
保
育

集
団
保
育
が
可
能
な
障
害
を
持
つ

乳
幼
児
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
障
害

児
の
特
性
等
を
十
分
配
意
し
て
健
常

見
と
混
合
に
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

額
の
区
分
に
よ

っ
て
決
め
て
お
り
ま

③
保
育
所
開
閉
所
時
間
の
延
長

す
。

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
、

-保育所の定員及び措置人数 平成� 年9 4 1月 日現在

朝
夕
児
童
の
送
迎
を
ゆ
と
り
を
も

っ

て
で
き
る
よ
う
に
朝
七
時
三
十
分
か

ら
夕
方
六
時
三
十
分
ま
で
保
育
所
を

開
所
し
て
い
ま
す
。

通
常
保
育
は
八
時
三
十
分
か
ら
午


後
五
時
十
五
分
の
た
め
、
こ
の
時
間


以
外
に
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は


各
保
育
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

④
老
人
福
祉
施
設
訪
問
等
世
代
間
交


流
事
業


老
人
福
祉
施
設
等

へ
の
訪
問
あ
る

い
は
こ
れ
ら
の
施
設
や
地
域
の
お
年 

寄
り
を
招
待
し
、
劇
・
季
節
的
行
事

等
を
通
じ
て
世
代
聞
の
ふ
れ
あ
い
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
コ
ス
ト
の
軽
減 

(保
育
料
の
軽
減
)

子
育
て
に
伴
う
経
済
的
負
担
の
大

き
い
多
子
世
帯
を
対
象
と
し
た
第
三

子
以
後
三
歳
未
満
児
の
保
育
料
を
軽

減
し
て
い
ま
す
。 

(例
)

同
時
に
三
人
が
保
育
所
へ
入
所
し
、

住
民
税
が
五
千
円
課
税
さ
れ
て
い
る

世
帯
の
保
育
料
額
は
、

五
歳
児
保
育
料

一
三
、
0
0
0円

三
歳
児
保
育
料
七
、 
0
0
0円

二
歳
児
保
育
料

円

と
な
り
ま
す
。

O
O

一
、九 

住
民
福
祉
課

沼
江
保
育
所

生
比
奈
保
育
所

横
瀬
保
育
所

一一
 

|
二
五

一一

二
|
二
二
四
六 

※
実
施
施
設

1
社
会
福
祉
法
人
矯
風
会

宮宮告 

勝
浦
町
保
育
所
保
育
料
基
準
額
は

三
歳
未
満
児
・

三
歳
児

・
四
歳
以
上

児
の
年
令
に
よ
る
区
分
と
、
所
得
割

年 齢保育所
計

名� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
どもと子育てにやさしい町をめざして



夕、iムコト 児童扶養手当・特別児童扶養手当制度を
ご存じですか?
二J戸� 

℃ニァー¥
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察機
?川 ・何

。� ¥b-の提出は

f¥ 


回

f¥ 

女
児
童
扶
養
手
当
と
は

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
等
で
父
の

い
な
い
児
童
や
両
親
の
い
な
い
児
童
な
ど
父
と

生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
を
監
護
・
養
育

し
て
い
る
方
に
そ
の
児
童
が
十
八
歳
に
達
し
た

年
度
末
(身
体
障
害
児
に
つ
い
て
は
満
二
十
歳 
)

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
は

次
の
よ
う
な
児
童
を
監
護
し
て
い
る
お
母
さ

ん
や
養
育
し
て
い
る
お
母
さ
ん
以
外
の
祖
父
母
、

お
じ
、
お
ば
、
兄
弟
そ
の
他
の
方
で
す
。
た
だ

し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を
受
け

て
い
る
方
は
、
こ
の
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

マ
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
マ
父
が
死
亡
し
た

児
童
マ
父
が
重
度
の
障
害
の
あ
る
児
童

マ
父
が
生
死
不
明
な
児
童
マ
父
が

一
年
以
上

遺
棄
し
て
い
る
児
童
マ
父
が

一
年
以
上
拘
束 

6月30日までに� f

児童手当を受給されている方は.

「現況届」を� 6月30日までに住民

福祉課へ提出してください。

との届け出は.引き続き手当を

受けられるかどうかを決める大切

なものです。

引き続き受けられる資格があっ

ても「現況届」を提出しないと.� 

6月分からの手当を受給できなく

なりますのでご注意ください。

なお.該当者には後日通知します。

また.現在児童手当を受給されて

いない方で.3歳未満の児童がある

方は，請求により第十� 2子5千円

第3子以降� 1万円を支給します。

ただし，所得制限により却下に

なることもありますので.ご了承

ください。� 

色彩やかに勝浦町を表現したポスターと

なっています。
区長さんを通して全戸に配布いたします。
伺かおきづきのことがありましたう
勝浦町役場住民福祉課(包� 2-2511) 
在宅介護支援センター(合� 2-370m 

までご連絡ください。

さ
れ
て
い
る
児
童

マ
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
生
ま
れ
た
児
童

※
な
お
、
こ
の
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

よ
う
に
な

っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経

過
す
る
と
、
手
当
の
認
定
請
求
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

大
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

。
受
給
者

父
、
若
し
く
は
母
が
障
害
児
を
監
護
す
る
と

き
、
又
は
父
母
以
外
の
者
が
障
害
児
を
養
育
す

る
と
き
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
対
象
と
芯
る
児
童

二
十
歳
未
満
で
あ

っ
て、

政
令
に
定
め
る
程

度
の
障
害
が
あ
る
者

た
だ
し
、
児
童
が
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
児
童
自
身
が
年
金
受
給
者
で
あ
る

場
合
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

受
給
者
や
配
偶
者
の
所
得
が
制
限
額
以
上
の
場

合
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ef;知らせ3)

「出かける時は

ひと声かけて鍵かけて」

ポスター配布

勝浦町では，ひとり暮らしの方や

高齢者の方を地域ぐるみで見守り，

声かけをしていこうとポスターを作

成しました。

ポスターには福祉サービスについ

ての連絡先が印刷されていますので，

何か困った時.悩んだ時に相談して

ください。

家の中で目に

つくところには

って，ご活用く

ださい。

*ご利用ください女
「子どものなやみ・


子育て相談電話J開設


子どものいじめ，登校拒否や


非行は，大きな社会問題とな っ

ています。


これらの悩みを持つ子どもや


保護者の皆さんが，気軽に相談

できる「子どものなやみ ・子育


て相談電話」を，次のとおり設

置しましたのでご利用ください。


設置場所 勝浦町教育委員会
 
電話番号 08854-2 -4900 

電話受付 毎週火曜日


加19:OO~聞15 :00 

相談員富士巻邦江 


なお，秘密は堅く守ります。
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児童扶養手当　特別児童扶養手当制度をご存じですか
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日 11程 内� ~ιaJヲ、 受 付時間 士号 所 文サ 象 者
持参するもの

他� 

4 * 
愛育班員，がん検診�  

普及推進員研修
13 :OO~16 :00 

住民福祉

センター
愛育班員，がん検診普及

筆記用 具
推進員� 

10 火 健 康 中目� L4k-両 R 13 : 30~ 15 : 00 棚野集会所 一 般� f主 民 健康手帳�  

12 木� *;g h、
健 康 苦ロJ八P 査口� 8 : 00~ 10 : 00 山西集会所 満� 40歳以上の住民 健康手帳

19 木 三口入 健 康 呈p;:;よb， 査� 8 :OO~10 :00 
今山ふれあい

交 流館�  
満� 40歳以上の住民 健康手帳

20 金� 2 歳児健康診査�  13: 30~14:30 勝浦病院
平成 7 年 1 月 1 日 ~ 6 月

母子健康手帳� 
30日までに生まれた子� 

24 火 母と 子 の健康教室�  9 : 30~ 11 :00 横瀬集会所 愛育班員及び幼児の母親� 

25 *
健 康 本目 三日差日火〈� 10:00~ 11 :30 勝浦会館 一 均支 住 民 健康手帳�  

25 水 骨 粗怒症予防教室�  9 :30~ 14:00 生名センター 満� 30歳以上の女性 健康手帳�  

26 木� l口k 健 康 三ロノ必' Jフa忙� 8 :00~ 10 : 00 石原集会所�  i荷40歳以上の住民 健康手帳�  

27 金� 3 歳児 健 康 診 査 �  13:00~ 13 : 30 
農村環境改善

セ ン ター�  
平成5年l即日~平成6年� |母子健康手帳

4月30日までに生まれた子 問診票�  

総
合
健
康
診
査
で

か
ら
だ
の

定
期
点
検
を
グ

か
ら
だ
の
異
常
の
早
期
発
見
に
威

力
を
発
揮
す
る
の
が
健
診
で
す
。

健
診
は
自
動
車
の
車
両
点
検
の
よ

う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

日
々
の
忙
が
し
さ
の
中
で
後
ま
わ
し

に
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
異
常
を

健診の種類 内 全n匂子 料金

基本健康診査
心電図，血圧，
尿，眼底，血液

検査など

無料

胃� 4会 診
胃透視�  

(バリウムによる)
900円

結核 ・肺がん レン トゲン� 200円
検 診 レントゲンと疾検査� 700円

骨粗控症検診 骨密度測定� 500円� 

-

感
じ
る
前
に
、
定
期
的
に
点
検
す
る

こ
と
が
無
事
故
に

つ
な
が
る
の
で
す
。

人
生
と
い
う
長
い
航
海
を
快
適
に
す

一 

ご
す
た
め
に
、
年

一
回
の
総
合
健
康

診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

大
腸
が
ん
検
診

(二
日
間
便
の
潜

血
反
応
を
み
る
)
は
勝
浦
病
院
へ
委

託
し
て
実
施
し
ま
す
。
料
金
は
、

一
、

円
で
す
。
総
合
健
診
申
し
込

O
O

み
時
、
ま
た
は
役
場
環
境
衛
生
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、 

年
度
か
ら
新
規
事
業
と

A
7

し
て
町
単
独
で
骨
粗
程
症
検
診
を
同

時
に
実
施
し
ま
す
。

平
成
九
年
度
の
総
合
健
康
診
査
は
、

六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
四
か
月
間
に
、

十
五
か
所
の
集
会
所
等
を
巡
回
し
て

実
施
し
ま
す
。
六
月
の
予
定
は
、
上
記

の
と
お
り
で
す
。 

-
料
金
は
右
表
の
と
お
り
で
す
が
、

生
活
保
護
世
帯
の
方
、
町
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
及
び
満
七
十
歳
以
上
の

方
は
無
料
で
す
。
受
付
時
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。 

(注
意
)
胃
検
診
、
基
本
健
康
診
査

を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
当
日
向
も
食

べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

6月の保健行事� お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

J 


7月以降の総合健康診査の
‘J 予定は次のとおりです。

月 日 士易 所� 

7月 3日(木)
農村環境改善
センター�  

7月10日(木) 横瀬集会所�  

7月17日(木) 坂本集会所�  

7月24日(木) 久国集会所�  

7月28日(月) 生名センター� 

8月 7日(木) 星谷 集会所�  

8月21日(木) 中山集会所�  

8月28日(木) 農村婦人の家� 

9月4日(木) 沼 江集会所�  

9月11日(木) 掛谷 集会所�  

9月18日(木) 棚野集会所�  

9月25日(木) 勝 浦会館�  

J

回
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テキストボックス
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口
の
中
が
汚
れ
や

食
事
の
回
数
が
増

動 
M

十
年
代
を
健
や
か
に
す
ご
す
た
め
に

は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
ま
た
、
妊

娠
中
か
ら
の
心
が
け
が
大
切
と
な
り

大
切
で
す
。
永
久
歯
は
全
部
そ
ろ
う

と
二
十
八
本 

(第
三
大
臼
歯
を
除
く
)

で
す
が
、

一
生
何
で
も
お
い
し
く
食

べ
る
に
は
少
な
く
と
も
二
十
本
の
歯

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
厚
生
省
で
は

八
十
歳
に
な

っ
て
も
自
分
の
歯
を
二

十
本
残
そ
う
と
い
う 
ρ

八

O

O

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
リ
ズ

え
た
り
す
る
た
め
、

け
ま
し
ょ
う。

-
妊
娠
中
の
歯
の
手
入
れ

妊
娠
中
は
食
物

の
好
み
が
変
わ

っ

た
り
、
つ
わ
り
や

ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付

れ
る
に
は
、
丈
夫
な
歯
と
歯
ぐ
き
が

ム
も
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
歯
み
が

f曝
瞳

信

長

凶 

if¥  
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n
u	

f
E


、 

、
、
、


'E

u
fE
f
a

v 

上
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6哲男7・，.1':れ させていつまでも
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環境づくりを

(1歳6か月児のころ〉� (3歳児のころ 〉	 心がけましょう

①砂糖分をひかえましょう か人宅不当込� ①食後の歯みがきを習慣づける 子どもは食べ物の種類や豊.時間をコン
，，:;，: ../í.~. 幸\';{I) 1¥ ~... "' -?-"~ ，" I\.I ~ 

まったく与えないの 己主d1l，'O ¥. }: ，，) 食べて3分以 4・ もA トロールできませんので.お母さんが確認

ではなく.なるべくひ 匝硬喝fl~弘弁打::-t たてば虫歯の細菌 且J\~{"XiW して与えましょう。� 

かえましょう。 ぶベf が活動を始めます。 将 司 港晶

②飲食後は� 3分以内にうがいを� 3度の食事とおや� 一一，開園
①食事やおやつの時聞は決めましょう

4

ブクブクうがいや歯み 忍哩司圃.� r;¥ つのあとは歯みがきを習慣に。外出
ー φ~問 だらだらと食べ� 

がきは食べ終わったら ・，，(~罰. c勾 のときはブクブクうがいだけでもし 
可ー にらずみ炉噌 口の中が汚れてい� 

すぐに。歯みがきは� nお証明判明，
\J 

ておきましょう。

はじめお母さんのひざの上に頭をのせて.み ②歯ブラシの毛先は子どもの歯� 2本
1理砂-' ると.虫歯の細菌

に栄養を与えていることになります。
がいてあげましょう。	 分が目安 ~寸勺 

②甘すぎるもの.	
;本を1;本1歯の� 

歯
の
衛
生
週
間

食
事
が
い
つ
も
・
お
い
し
く
食
べ
ら

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
人
生
八

歯
の
健
康
に
つ
い
て


r，，---_ ';.，~:ち )j
，....，.兵ミて、『柑� 'V 二 6

月
4
日
i
m日

運

-
子
ど
も
の
歯
の
手
入
れ

永
久
歯
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

歯
や
歯
周
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
毎
食
後
と
寝
る
前

は
必
ず
歯
み
が
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
歯
の
治
療
が
必
要
な
時
は
、

か
ら
だ
の
安
定
し
て
い
る
十
六
週
か

ら
二
十
七
週 

(妊
娠
中
期
)
に
受
診

し
、
医
師
に
相
談
の
上
、
治
療
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
歯
科
検
診
に
合
わ
せ
、

日
常
生
活
で
の
歯
科
管
理
に
つ
と
め

キ
ナ
し
ょ
・ 
7
0 

き
も
お

っ
く
う
に
な
り
が
ち
で
、
む

し
歯
が
で
き
易
く
な
り
ま
す
。
む
し

が
原
因
で
、
食
べ
物
の
中
の
砂
糖
分

を
酸
に
か
え
、
こ
の
酸
が
歯
の
表
面

に
穴
を
あ
け
て
む
し
歯
を
つ
く
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

む
し
歯
の
予
防

乳
歯
を
大
切
に
し
て
お
く
こ
と
は
、

む
し
歯
の
原
因

口
の
中
に
い
る
ミ
ュ 
l
タ
ン
ス
菌

tf~歯を念ぐ L ま L ょう ・
 虫歯になりにくい.


令計雨③2歳すぎたら一人みがき句諒習 1

ネパネパしたものは少量に� 
一人で歯ブラシをも ~・彊且 守 みがくつもりで。 伯謹誼歯~

ってみがかせ.そのあ 二支 A. ア，..~~ 小さいものが使いやすいでしょう。 ・~ ー 甘い飲み物のほ� 

fhFUL区主弓込 か.あめ.チョコとお母さんが点検みがに V活仏~，~ ③ひとりみがきをさせましょう 。必h で明~ レートガムあー

きをしましょう。 弘之ユ~子去、\' 機嫌のいい時に . ~ユι~I	
んものなど.歯に

7 

斗	 Y

④食事やおやつは決まった時聞に	 遊びのつもりでみ ・~~司
こびりつきやすいものは芯るべくひかえま

だらだら食べて.い� f卒、 r't~、 がかせてみます。� ;z実こ在持当;;J，I
しょう。

@関心をお菓子以外にむける� 

L・・a 
つも口の中が汚れてい� 5亡、� T n ~J ひとりでできたら A土包壬宣_
ると.虫歯の菌に栄養 注量~ζ呈雪雲ア ほめてやり.習慣

手もちぶさたで.を与えていることになります。 づけましょう。
~Aiii認~~( お菓子が欲しくな� 

⑤歯の検診を受けましょう	
歯みがきは.ここをポイントに� f J1.量産弓魁...."守、 る子もいます。屋

みがき方や食事につ

;扮
 上の歯は下方へ.
W 霊殿'I，d.} 外なと、の遊びをふ

やし.関心をお菓子以外のものにむけまし

........ 


h芯トaいて相談が受けられ メて�  

ます。 ~l."""ぬ~\ 下の歯は上方へ。
ょっ。

前歯の裏側.奥歯
⑤歯の検診を受ける

⑥白い虫歯のうちに治療を	 のかみ合わせ面.
6月4日やお誕

黒い虫歯は象牙質ま	 歯ぐきの付近もよくみがきましょう。

で虫歯がすすんでいま はじめはお母さんがみがけない所を	
生日などを定期検

J 診日としてきめて
す。軽症の虫歯はエナ 手伝ってあげましょう。

亡、 おくと軽症のう
メル質の光沢がなく白

くみえます。
ちに虫歯がみつけ

うれます。

回
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女ご利用くださ~ '
* 
一JA本所の大型洗濯機が

※国民健康保険被保険者証の更新は済まされましたか	 新しくなりましたー
4月� l日からは，新しい被保険者証でなければ医療機関にかかるこ

とができません。 まだ更新されてない方は お手持ちの被保険者証

をご持参のうえ，役場税務保険課で更新を済ませてください。

※入院時の食事代の減額認定証の更新手続きについて

住民税が非課税世帯の方が入院した場合には申請すれば� 1日の食事

代負担額が760円から650円に，� 90日を超えた場合には5∞円に減額され

ます。

また，既に交付している減額認定証は� 5月31日で有効期限が満了

します。再度減額認定証を受ける必要のある方は，更新手続きを行って

ください。

※申請に必要なもの

被保険証・印鑑・食事代の減額認定証・老人医療の方は老人医療受給者証

今
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た
洗
濯
機
の
老
朽
化
に
伴
い
、

こ
の
度
新
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。
(
設
置
場
所
:・
 

J
A 
-

本
所
選
果
場
南
側
)

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
く

は、
 

本
所
に

J
A

※
詳
細
に
つ
い
て

(
料
金
・:
一
回

五一 

円
)

O

は
全
自
動
で
脱
水

ま
で
で
き
、
操
作

も
簡
単
で
す
。

新
し
い
洗
濯
機

J 
※申請場所
老人医療を受けている方は，役場住民福祉課

国民健康保険の方は，役場税務保険課� 

•
守っ て ください

犬の正しい飼い方をp ~怖し、 水の事故~� 
l	 *落ちた後では，もうおそい女私たものお願い[ヲ汗

照りつける太陽を体いっぱ

eムム宅~.， y 

wふも一予よ、R
判官J ーミさと

普段はおとな しい私たちも.
たまにはイライラして吠える
こともあります。� 
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いに浴びて，子供たちが水に

はし ゃぐ姿はほほえましいこ

とですが，例年この時期には

痛ましい水難事故が多く発生

しています。みんなで次のよ

うなことに注意しあって水の

事故を防ぎましょう 。 魚?つり.水遊びに気をつけて� f

砂自宅付・近の池や用水路等の危険な場所の点検をする。

砂幼児から絶対に目を離さない。

砂子供だけの水遊びは絶対にさせない。

砂危険な場所で遊んでいる子供を見かけたら， ひと声注意

してください。

お父さん，お母さん.子供を守るのはあなたです。� 

放し飼や捨て犬は社会の迷惑になります。
動物は量備と責任を持って生涯大切に飼いましょう。

正しい犬の飼い方についてのご相談は
小松島保健所へ宮(08853)2-2135

不用犬の引き取り日

犬の放し飼いはやめましょう。� 

6月4日(水) 6月18自体)
※登録している犬の場合は，鑑札の返還と手続きに印鑑が必要です。� 

6月は土砂災害防止月間です。

今年も梅雨や台風のシーズンが近づいてきました。

「災害は忘れた頃にやってくる。」と言われています。� 

6月は土砂災害防止月間です。近くの谷川やがけ地な

どに異常を感じたときは，町役場建設課か徳島土木事

務所へ連絡してください。

また，非常時に備えであらかじめ避難方法をご家族

みんなで話し合っておくよう 心がけてください。

・連絡先	 勝浦町役場建設課 宮� 2-2511 

徳島土木事務所 宮0886-53-8811
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国保と医療費
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情報化マルチメディアの時代に向けて� f

ル
と
し
て
の
利
用
価
値
は
飛
蹴
的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
に
と
っ
て
も
、
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
知
識
・
技
能
の
習
得
は

本
講
座
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
の
初
歩
的
な
利

募集要項

シニアのためのパソコン入門講座

用
方
法
に
関
す
る
学
習
の
場
を
提
供
し
、
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
の
高
齢
者
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
図
る
も
の
で
す

0

二
回
目

今
目
的
な
学
習
課
題
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
日
、
パ
ソ
コ
ン
に
代
表
さ
れ
る
情
報
関
連
機
器
の
発
展
に

あ
な
た
の
住
所

は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
教
育
メ
デ
ィ
ア
や
生
涯
学
習
の
ツ
ー

。
三
回
目

。
四
回
目

。
五
回
目

・

対

象

-
講
座
内
容

回
目
開
講
式

〕
の
体
験

開
講
式

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
入
門 
1

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
入
門 
2

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
入
門 
3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
み
よ
う

徳
島
県
文
化

・
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム

生
名
地
区
の
み
か
ん
畑
で
キ

C
O
M
E

ジ
の

徳
島
県
内
に
住
む
六
十
歳
以
上
の
方

巣
を
見
つ
け
ま
し
た
。

巣
の
中
に
は
、
卵
が
十
三
個
。
写

真
は
雌
が
卵
を
温
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
戸
川
隆
雄
さ
ん
(
生
名
)
の

話
に
よ
る
と
、
雄
と
雌
が
交
替
で
子

育
て
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

キ
ジ
は
日
本
の
国
鳥
で
、
日
本
固

有
の
野
鳥
で
す
が
、
最
近
、
勝
浦
町

当

(
宮
二
|
二
五
一
こ
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

宇
品 

1
ν-F
O

』

で
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。

※
珍
ら
し
い
物
や
出
来
事
な
ど
見

つ

け
ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
課
広
報
担

こ
ろ
、
残
念
な
が
ら
巣
を
移
し
て
い

一
週
間
後
、
再
び
見
に
行

っ
た
と

r--.、 .. 

-
会
場
・
日
程

・
定
員

-
受
講
料

無
料

-
申
込
方
法

f、
‘、干

七
七 
0
1七
O

•••••••••••••••••••••••••••••• 

〔

会場 ・定員
申込� 

期間
1回� 2回� 3回� 4回� 5回

三庄小学校� 

(30名� ) 

6/16 

6/26 

7/5 

(土� )

7/12 

(土) 

7/20 

(日� ) 

7/21 

(月)� 

7/27 

(日� ) 

四国大学� 

(50名)

7/1 

7/11 

7/22 

(火)

7/23 

(水)

7/24 

(木) 

7/28 

(月� )

7/29 

(火) 

阿南高専� 

(45名� )

8/22 

9/3 

9/13 

(土) 

9/14 

(日� )

9/20 

(土) 

9/21 

(日� )

9/27 

(土)

記
の
様
式
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
た
だ
し
、
教
材
費
が

て

五 

円
程
度
必
要
)

往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
り
下

O
O

〈往‘信の裏〉 〈返信の表〉-
お
問
い
合
わ
せ
と
申
込
先

徳
島
市
万
代
町

一
丁
目

一
番
地

徳
島
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
諜

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
入
門

講
座
」
係 

八
八
六
上
二 
|
一三

口口口一口口
シニアのためのノfソコン

入門講座 口〔罪状〕勝浦川水系における生態系の破壊
活動および.水生生物への傷害罪による。 a

O あ
な
た
の
お
名
前

・場 所 川の駅かつうら� (星谷運動公園) ①希望会場
・参加資格 釣りを安全にできる小・中・高・大生で7日・� 

②氏名 ③性別 ④年齢

⑤干住所 ⑥電話番号

8日に行われる安全-救護講習を受けた者。
(子供支援のための大人の参加も可能)

・参 加 料無料
賞金買取価格生け獲り同500円死魚同300円
計量� PIIl 3:凹~4:30 (先着15名X2日分の方に特産昂進呈)

・主 催 勝浦町社会活動青少年育成会
星谷ちゃらんぽらんかい

⑦こ れまでのパソコン

経験
四
八 

自動車税納期� 
6/2(月)まで
自動車税の納期限は� 

6月� 2日です。納期内

に車内めてください。

領収証書に添付され

ている納税証明書は、

車検の際に必要ですか

ら、大切に保管してく

ださい。

回

盟盟
-電話のご相談もお受けします

宮� 0886-22-5279(直通)

交通 相談日:月曜から金曜午前� 9跨初分-12時

事故
午後� l時-4剛扮�  (祝祭日を除く� )

・専門の相談員が親身になってと相談に応じます。

相談 ・弁護士相談日� : (予約制相談無料� )

毎月第� 1・第3水曜日午後� 1時-4時

社団法人 日本損害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター
徳島市西船場町ト14 明治生命徳島ビル� 6階

交通事故相談日
 
日 時 6月25日(水) 午前10時~午後� 4時まで

(受付時間 午後� 3時まで)

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6 

ft08853-2 -2030 

相談員 町田 長稔

お問い合わせ 交通事故相談所

徳島県庁l階� ft0886-21-3200 

※お気軽にご相談ください。
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シニアのためのパソコン入門講座募集要項



v-
-
大
字
三
渓
{
子
樫
測

-
徳
島
市

大
字
中
角
字
東
山

一 -
徳
島
市

-
大
字
沼
江
字
山
路 

v-
大
字
沼
江

字
西
岡

大
字
沼
江

字
夫
婦
松

大
{
子
三
渓

一
大
字
久
国
字
松
ノ
本

品
-
Z 1J-3ゆっこ

字
名
目

春 勝
田 本

4
月
刊
日
1
5
月
日
日
(
敬
称
略
)

ご
結
婚
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

ア<:::=>，_Cー

くこ〉

私
十
に
ち
町

明

3
い

素
系

αた
め

に
も

七
山
~
れ
ず 
h
h吋

幸
男

真
樹 
} -

剛
志
-

美
枝 
}

青
木

康

明

-

ひ
と
み 
}

成2長 鷹2二 香2長
女 男 女

美み 幸? 璃η

今板麻米田堺
岡東植津村

明利 美良典
美二保幸子健

大
字
沼
江

字
猿
滝

大
字
久
国
字
総
ノ
本

大
字
三
浅
字
市
ノ
江

大
字
三
波
字
緒
谷

善

意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

匿匿

名名 �  

(横
瀬
) 

(生
名
)

米
津
好
延
さ
ん

(久
国
)

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

4
月
日
日 
1
5
月
日
日

荒
川
多
都
雄
さ
ん
(
中
山 
)

岡
本
佳
誉
子
さ
ん

(
黒
岩
)

豪
男
さ
ん
(
与
川
内 
)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

坂
部

森
)j品

荒坂米
川部津

保
江
(
お
歳 
)

政
雄
(
幻
歳
)

カ
ネ
(
加
歳
)

勅芳
子 男

直2二
男

輝・

救急患者輸送業務

電話番号は(4月から)� ft2-2500 

救急患者輸送者の電話番号は，

平成� 9年4月� 1日から町管理の� 

2 -2500に変わりました。間違

わないよう，また正しく利用し

てください。

勝浦会館� 6月行事 夜間救急当番表

⑥⑧ 

心配ごと相談

-日時 6月6日憧) 

6月13日(創� 

6月20日倒

6月27日(創

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

教室名 実 施 日 時間�  

陶芸
5 12 19 26 

午後� 7:30~ 
木 木 木 木� 

6 20 
午後 8: OO-=--着付け

金 金� 

5 19 
午後� 7:30~手芸

木 木� 

11 18 25 
午後 8: OO~踊 り

*** 
生け花

5 20 
午後 8:OO~ 

木 金� 

習� r子A帽

6 1 203 27 
午後 7:OO~ 

金 金 金 金� 

12 19 28 木似日は午後 l時
土眼目は

午後6時30分から� 

大正琴
木 木 土

6-03026月 2日 上勝診療所� 

2-2555勝浦病院6月4日

5-01526月 6日 上勝第二診療所� 

2-2555勝浦病院6月③日

2-3027山西医 院6月10日

勝浦病院�  2-25556月12日

湯浅医院�  2-20036月14日

勝浦病院�  2-25556月16日

赤岩医院�  2-20066月18日

2-2555 勝浦病院6月20日

6-0302上勝診療所6月⑫日

勝浦病院�  2-25556月24日
・場所

住民福祉センター� 2階� 

受付しておりl-お気軽叶


5-01526月26日 上勝第二診療所� 

勝浦病院6月28日 2-2555 I 
2-3027山西 医院6月30日

ますので

問い合わせください。� 
平日 午後� 6時から翌朝 9時 まで

休日 午後� 7時から翌朝 9時まで

四

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
戸籍の窓




